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平
成
22
年
度
の
事
業
計
画
を
決
定

５
月
20
日
（
木
）
に
評
議
員
会
が
、
21
日
（
金
）
に
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
21
年
度
の
事
業
・
決
算
の
承
認
と
22
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

Ⅰ　

出
資
金
の
状
況

　

会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
出
資
金
は
、退

職
に
よ
る
返
済
が
３
２
３
名
３
，３
４
２
，０

０
０
円
で
、出
資
残
高
は
１
１
１
，７
４
３
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅱ　

会
館
の
管
理
業
務

⑴
会
館
は
年
末
年
始
の
閉
鎖
期
間
６
日
間

を
除
き
、
会
議
室
等
を
常
時
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
土
日
祝
日
や

夜
間
は
２
名
の
職
員
が
交
替
で
勤
務

し
、
朝
８
時
30
分
か
ら
夜
９
時
ま
で
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

⑵
会
館
の
安
全
管
理
は
、
別
表
の
よ
う
に

各
種
保
守
契
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
防
火
管
理
規
定
を
設
け
、
年
２
回
防

火
対
策
委
員
会
を
開
催
し
て
防
火
管
理

組
織
・
自
主
消
防
組
織
を
編
成
し
、
５
月

と
12
月
に
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
昨
年
設
置
し
た
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
」
は
パ
ッ
ド
交
換
や

バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
常
時
保

守
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⅲ　

福
祉
共
済
事
業

１
退
職
者
福
祉
年
金

　

退
職
後
の
退
職
金
の
運
用
と
し
て
の
互

助
年
金
制
度
で
す
が
、
運
用
金
利
が
低
迷
し

て
い
ま
す
の
で
、
２
月
の
評
議
員
会
で
制
度

の
終
了
を
決
定
し
ま
し
た
。
終
了
の
時
期
は

２
年
後
の
平
成
24
年
３
月
で
、
現
在
加
入
者

へ
の
お
知
ら
せ
と
解
約
の
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
す
。

２
会
館
共
済

　

昨
年
は
第
25
次
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
し

た
の
で
、「
記
念
抽
選
会
」
や
「
記
念
イ
ベ
ン

ト
・
柳
家
さ
ん
喬
寄
席
」
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
記
念
抽
選
の
賞
品
と
し
て
「
エ
コ
マ
イ

バ
ッ
グ
」「
エ
コ
保
冷
バ
ッ
グ
」「
エ
コ
マ
イ

は
し
」
を
そ
れ
ぞ
れ
１
２
５
０
本
お
届
け
し

ま
し
た
。「
エ
コ
へ
の
意
識
が
高
ま
り
ま
し

た
」「
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
多
く
の
方
に
加
入

い
た
だ
き
、「
熊
本
県
下
教
職
員
の
た
め
の

助
け
合
い
共
済
」
と
し
て
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
Ⅰ
型
（
遺
族
生
活
給
付
金
共
済
・
医
療

プ
ラ
ン
）

　

教
職
員
と
そ
の
家
族
の
万
一
の
死
亡
に

対
し
て
、
安
価
な
掛
金
で
遺
族
に
年
金
方
式

で
の
共
済
金
（
生
活
資
金
）
を
保
障
す
る
制

度
で
す
。
現
在
加
入
者
総
数
は
１
２
，
６
５

２
名
で
す
。
昨
年
の
第
24
共
済
年
度
（
平
成

20
年
９
月
１
日
～
21
年
８
月
31
日
）
で
は
、

死
亡
７
名
（
前
年
度
９
名
）
、
給
付
総
額
は

１
億
３
０
０
０
万
円
（
前
年
度
１
億
４
１

０
０
万
円
）
で
、
直
ち
に
遺
族
年
金
給
付
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

医
療
プ
ラ
ン
は
加
入
者
総
数
が
約
２
０

０
人
増
の
５
６
０
０
人
で
、
給
付
は
１
８
４

件
（
前
年
度
２
０
２
件
）
、
給
付
総
額
は
１

３
５
１
万
２
千
円
（
前
年
度
１
２
６
４
万

８
千
円
）
で
し
た
。

　

会
館
か
ら
の
「
特
別
給
付
」
は
、
申
請
期

間
を
３
年
間
に
延
長
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

太
陽
生
命
へ
の
請
求
期
間
と
同
じ
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
21
年
４
月
か
ら
22
年
３
月

ま
で
の
請
求
件
数
は
、「
入
院
見
舞
金
」
３
７

３
件
、「
出
産
祝
金
」
１
２
３
件
、「
休
職
見
舞

金
」
18
件
、「
医
療
プ
ラ
ン
初
期
入
院
給
付
金

（
４
日
分
）
」
２
２
５
件
、「
退
職
祝
金
」
１
０

１
件
で
給
付
総
額
は
８
４
０
件
１
３
８
３

万
９
千
円
で
し
た
。

◎
会
館
共
済
Ⅱ
型
（
貯
蓄
型
生
涯
保
障
共

済
）

　

退
職
後
の
公
的
年
金
支
給
ま
で
の
『
つ

な
ぎ
年
金
』
積
立
制
度
の
Ⅱ
型
は
、
利
息
の

50
万
円
ま
で
は
非
課
税
で
有
利
な
制
度
で

す
。
途
中
解
約
や
一
部
解
約
、
終
身
保
険
へ

の
転
換
が
可
能
で
す
。
加
入
者
は
１
０
５
３

人
（
前
年
度
１
０
６
９
名
）
で
す
。

◎
傷
害
プ
ラ
ン

　

導
入
４
年
目
の
傷
害
プ
ラ
ン
は
、
加
入
者

１
４
７
名
（
前
年
度
１
４
８
名
）
で
し
た
。

Ⅳ　

教
育
文
化
事
業

　

教
育
会
館
は
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法

人
で
す
。
共
済
事
業
等
で
の
剰
余
金
を
教
育

文
化
事
業
の
資
金
に
し
て
い
ま
す
。
僻
地
校

等
へ
の
図
書
寄
贈
は
、
平
成
21
年
度
は
別
表

の
小
中
学
校
20
校
、
高
校
４
校
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
の
べ
４
４
２
校
２
３
０
０
万

円
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。
小
中
学
校
20
校

の
内
10
校
は
「
読
書
教
育
重
点
校
」
で
２
年

間
の
寄
贈
校
で
す
。

　

２
月
７
日
（
日
）
に
県
か
る
た
協
会
主

催
の
「
第
22
回
熊
本
県
小
中
学
校
小
倉
百

人
一
首
か
る
た
競
技
大
会
」
を
後
援
し
ま
し

た
。
今
年
も
県
下
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
が

あ
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
８
月
か
ら
始
め
た
教
育
会
館

「
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
別
掲
の
先
生
方
の

作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
来
館
者
の
感
動
の

声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
と
し
て
、
ラ

イ
フ
ヘ
ル
プ
『
多
重
債
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』

を
８
月
６
日
（
木
）
に
教
育
会
館
で
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ
こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
』
を

８
月
７
日
（
金
）
に
水
前
寺
共
済
会
館
で
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
『
保
障
の
見
直
し
相
談
会
』

を
８
月
17
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
金
）
ま
で

教
育
会
館
で
、
カ
ム
バ
ッ

ク
支
援
『
育
児
休
業
者
現

場
復
帰
セ
ミ
ナ
ー
』
を
12

月
８
日
（
火
）
に
水
前
寺

共
済
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
の
電
話
相
談
活
動
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

『
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
く

ま
も
と
』
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
教
職
員
向
け
の

電
話
相
談
室
『
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
か

ら
10
時
ま
で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

基
本
方
針

１　

健
全
な
会
館
財
政
の
維
持
と
、
安
定
し

た
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

２　

福
祉
共
済
事
業
の
教
育
宣
伝
活
動

に
務
め
、
加
入
者
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

３　

新
公
益
法
人
制
度
移
行
の
た
め
、
検

討
委
員
会
を
設
置
し
準
備
を
進
め
ま

す
。

Ⅰ　

会
館
の
財
政
・
管
理
・
運
営
に
つ
い

て

⑴
事
業
収
入
と
管
理
経
費
の
状
況
を
分
析

す
る
と
と
も
に
、
公
益
事
業
会
計
と

収
益
事
業
会
計
の
区
分
経
理
を
進
め

ま
す
。
ま
た
制
度
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
会
館
経
営
の
現
状
分
析
を
行
い
、

今
後
の
方
針
作
り
に
役
立
て
ま
す
。

⑵
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、

法
令
お
よ
び
そ
の
他
の
規
範
に
基
づ

き
、
個
人
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う
よ

う
に
し
ま
す
。
会
館
が
管
理
す
る
会
館

関
係
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
関
係
団

体
と
の
協
議
を
経
て
見
直
し
を
進
め
ま

す
。

⑶
新
公
益
法
人
改
革
移
行
の
た
め
の
「
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
２
０
１
２

年
度
の
移
行
を
目
指
し
ま
す
。
検
討
委

員
会
の
委
員
は
「
そ
の
他
議
案
の
検
討

委
員
会
の
委
員
の
委
嘱
」
の
と
お
り
で

す
。

⑷
会
館
の
安
全
管
理
の
た
め
、
関
係
機
関

と
連
絡
を
密
に
行
い
保
守
体
制
を
充
実

し
ま
す
。

　
　

会
館
の
今
後
の
補
修
、
改
修
資
金
に

つ
い
て
は
、
積
み
立
て
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
壁
面
タ
イ
ル
等
の
改
修
が
急

が
れ
ま
す
。
「
大
規
模
改
修
委
員
会
」

を
設
置
し
、
早
急
に
対
応
を
行
い
ま

す
。

⑸
「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
、

会
館
設
立
の
目
的
や
現
状
を
全
教
職
員

に
知
ら
せ
、
出
資
協
力
や
共
済
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
教
育
会
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
情
報
の
開

示
と
発
信
に
努
め
ま
す
。

Ⅱ　

福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
Ⅰ
型
「
遺
族
生
活
給
付
金
共

済
」
、
Ⅱ
型
「
貯
蓄
型
生
涯
保
障
共

済
」
と
あ
わ
せ
、
Ⅰ
型
「
医
療
プ
ラ

ン
」
「
傷
害
プ
ラ
ン
」
の
加
入
を
す
す

め
制
度
の
安
定
を
め
ざ
し
ま
す
。
小
中

学
校
に
は
、
「
医
療
プ
ラ
ン
」
子
ど
も

契
約
満
期
終
了
に
あ
わ
せ
、
「
け
ん
こ

う
レ
ス
キ
ュ
ー
」
（
個
人
保
険
）
を
紹

介
し
保
障
の
継
続
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ま
た
子
ど
も
保
険
「
わ
く
わ
く

ポ
ッ
ケ
」
を
ご
案
内
し
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
と
し
て
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
進
め
ま

す
。

⑵
Ⅰ
型
に
つ
け
た
「
入
院
見
舞
金
」
「
休

職
見
舞
金
」
「
出
産
祝
金
」
「
退
職
祝

金
」
「
満
期
祝
（
図
書
券
）
」
の
特
別

給
付
制
度
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
医
療

プ
ラ
ン
の
１
〜
４
日
の
「
初
期
入
院
」

特
別
給
付
を
継
続
し
、
１
泊
２
日
か
ら

保
障
し
ま
す
。
申
請
期
間
は
事
由
発
生

か
ら
3
年
間
と
し
ま
す
。

⑶
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
は
平
成
24
年
３

月
（
団
体
口
は
６
月
）
終
了
に
向
け
手

続
き
を
進
め
ま
す
。

⑷
給
付
の
申
請
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
会
館

ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら

せ
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
諸
会
議
等

を
利
用
し
注
意
喚
起
に
努
め
ま
す
。

給
付
の
迅
速
化
の
た
め
「
給
付
審
査
委
員

会
」
を
月
２
回
開
催
し
、
半
月
毎
に
給

付
す
る
態
勢
を
整
え
ま
す
。

Ⅲ　

教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
図
書
寄
贈
を
継
続
し
ま
す
。
寄
贈
校
の

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
検
討
委
員
会
を

開
催
し
決
定
し
ま
す
。

⑵
県
か
る
た
協
会
の
活
動
に
協
賛
し
、
児

童
・
生
徒
の
た
め
の
「
小
倉
百
人
一
首

大
会
」
を
２
月
６
日
に
開
催
し
ま
す
。

ま
た
月
１
回
の
練
習
会
に
会
場
を
提
供

し
ま
す
。

⑶
県
下
の
教
職
員
の
た
め
、
ラ
イ
フ
ヘ
ル

プ
「
多
重
債
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
８

月
５
日
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
「
こ
こ
ろ

ゆ
っ
た
り
講
座
」
を
８
月
６
日
、
カ
ム

バ
ッ
ク
「
現
場
復
帰
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

 NO 契約内容 契約先

 １ 清掃管理 日本ビル管理

 ２ 塵芥収集 熊本清掃社

 ３ エレベーター保守 三菱テクノサービス

 ４ 自動ドア保守 ナブコ

 ５ 電話保守 ＮＴＴ西日本

 ６ 電設保守 原田一義

 ７ 電気メーター交換 九州計装エンジニアリング

 ８ 消防設備保守 ユージー防災設備

 ９ 空調設備 三洋電機

 10 換気ロスナイ 空研工業

 11 火災保険 全労災生協

各種メンテナンス等の契約状況

新
公
益
法
人
制
度
移
行
に
向
け
『
検
討
委
員
会
』
を

築
15
年
に
あ
た
り
『
大
規
模
改
修
委
員
会
』
を
設
置
し
ま
す

　

本
年
度
第
１
回
理
事
会
で
理
事
長
に
選
出
頂

き
ま
し
た
野
田
実
と
申
し
ま
す
。皆
様
方
に
は
日

頃
よ
り
、熊
本
県
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
ご
尽
力

頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。ま

た
、当
財
団
法
人
熊
本
県
教
育
会
館
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
館
は
、熊
本
県
教
育
の
振
興
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
公
益
法
人
制
度
が
２
０
０
８
年
12
月
か
ら
始

ま
り
５
年
以
内
に
新
制
度
に
移
行
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。現
在
、そ
の
た
め
の
準

備
委
員
会
を
設
置
し
て
、２
０
１
３
年
12
月

ま
で
に
速
や
か
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、本

会
館
は
築
14
年
に
な
り
大
規
模
修
繕
の
時
期

に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
会
館
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
、修
繕
委
員
会
等
を
立

ち
上
げ
て
計
画
的
に
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
県
内
小

中
高
へ
の
図
書
寄
贈
や
県
か
る
た
協
会
へ
の

助
成
、チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
へ
の
助
成
な
ど
、

子
ど
も
達
へ
の
支
援
も
引
き
続
き
行
っ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
後
と
も
熊
本

県
教
育
会
館
へ
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

就任のごあいさつ
理事長　野田　実

就任のごあいさつ

平
成
21
年
度
の
事
業
報
告

平
成
22
年
度
の
事
業
計
画

　

平
成
20
年
12
月
１
日
、
新
公
益
法
人
制
度

が
ス
タ
ー
ト
（
３
法
の
施
行
）
し
ま
し
た
。

３
法
と
は
次
の
通
り
で
す
。

①
一
般
社
団
、
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

律
（
一
般
社
団
、
財
団
法
人
法
）

②
公
益
社
団
、
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に

関
す
る
法
律
（
公
益
法
人
認
定
法
）

③
右
記
二
法
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
整

備
法
）

　

移
行
期
間
は
５
年
間
で
、
現
在
は
「
特
例

民
法
法
人
」
と
し
て
存
続
し
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
11
月
末
ま
で
に
は
、
「
公
益
財
団
法

人
」
か
「
一
般
財
団
法
人
」
の
ど
ち
ら
へ
移

行
す
る
の
か
判
断
し
、
申
請
・
認
定
（
認

可
）
手
続
き
を
経
て
、
現
法
人
の
解
散
と
新

法
人
の
設
立
の
登
記
手
続
き
を
終
了
し
、
旧

主
務
官
庁
（
県
教
育
委
員
会
）
へ
報
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
５
年
の
間
に
、
移

行
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
解
散
と

な
り
ま
す
。

　

今
年
の
事
業
計
画
に
「
移
行
に
向
け
て
の

検
討
委
員
会
の
設
置
」
を
決
定
し
ま
し
た

（
委
員
は
別
掲
）
。
ど
ち
ら
を
目
指
す
か
、

今
後
検
討
さ
れ
ま
す
。
公
益
法
人
で
も
一
般

法
人
で
も
移
行
後
の
新
法
人
で
は
、
「
評
議

員
会
の
権
限
が
重
視
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
り

ま
す
。
大
き
な
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
る

「
評
議
員
の
選
任
方
法
」
は
県
知
事
の
認
可

事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

『
最
初
の
評
議
員
の
選
任
方
法
（
案
）
』

を
理
事
会
で
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
県
知
事

へ
認
可
手
続
き
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
検
討

委
員
会
の
検
討
状
況
や
移
行
判
断
に
つ
き
ま

し
て
は
「
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
や
「
教
育
会
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

評
議
員
（
現
行
） 

丸
野　

純
哉
氏

　

監　

事
（
現
行
） 
　

嶋
田　

久
義
氏

　

事
務
局
員 

　
　

福
永
薫
（
事
務
局
長
）

　

公
認
会
計
士
（
外
部
） 
吉
永　

賢
一
郎
氏

　

弁
護
士
（
外
部
） 
　
　

森　
　

徳
和
氏

別号議案

『
法
人
移
行
検
討
委
員
会
』

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

新
し
い
学
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
4
月
か

ら
早
2
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
先
生

方
、
子
ど
も
さ
ん
方
、
皆
様
お
元
気
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

私
事
な
が
ら
、
こ
の
3
月
、
会
館
理
事

長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
2

年
間
の
在
任
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
て
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら

に
伺
い
ま
し
て
も
、
会
館
の
こ
と
を
良
く

ご
存
知
い
た
だ
い
て
い
て
、
温
か
い
お
言

葉
や
ご
対
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
熊
本
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
先

生
方
の
た
め
に
」
こ
れ
か
ら
も
、
教
育
会

館
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
し
、
理
事
の
一
人
と
し

て
微
力
な
が
ら
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健

康
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

東　
　

市　

子

法人移行検討委員会委員

http://www.kumamoto-kyouiku-kaikan.jp/ kyouikukaikan@soleil.ocn.ne.jp熊本教育会館ホームページ
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⑴
事
業
の
目
的
：
『
読
書
教
育
』
を
教
育
活
動
の
重
点
に

位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る
学
校
に
図
書
を
寄
贈
し
、
読
書

教
育
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

⑵
寄
贈
金
額
及
び
年
数
：
1
年
に
10
万
円
と
し
、
２
年
間

寄
贈
し
ま
す
。

⑶
寄
贈
校
数
：
今
年
５
校
を
募
集
し
ま
す
。

⑷
応
募
の
方
法
：
「
左
記
①
～
⑦
」
を
（
Ａ
４
用
紙
１

枚
）
に
ご
記
入
の
上
、
教
育
会
館
ま
で
「
郵
便
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
」
に
て
お
届
け
下
さ
い
。
締
切
は
７
月
２
日
（
金
）

16
時
と
し
ま
す
。

＊
①
学
校
名　

②
校
長
氏
名　

③
担
当
者
氏
名　

④

連
絡
先
（
住
所
、電
話
番
号
）　

⑤
児
童
生
徒
数
（
学

級
数
）　

⑥
読
書
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

⑦

応
募
の
理
由
・
そ
の
他

⑸
寄
贈
校
の
決
定
と
お
知
ら
せ
：
審
査
の
う
え
、
７
月
末

ま
で
に
寄
贈
決
定
校
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
図
書
の
寄

贈
（
図
書
券
）
は
８
月
末
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

⑴
目　
　

的 

県
下
で
3
万
3
千
人
と
推
計
さ
れ
る
「
多

重
債
務
者
」の
問
題
が
、社
会
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。公
務
員
の

世
界
も
例
外
で
は
な
い
状
況
の
中
、こ
の

課
題
を
ど
う
捕
ら
え
対
応
す
れ
ば
い
い

の
か
、具
体
的
な
対
応
策
を
考
え
ま
す
。

⑵
講　
　

師 

弁
護
士
・
森 

徳
和 

氏
（
熊
本
市
教
育
委

員
、他
）

⑶
参
加
対
象 

熊
本
県
下
の
公
立
学
校
等
に
勤
務
す
る

教
職
員
、25
名

⑷
開
催
日
時 

8
月
５
日（
水
）10
：
00
～
12
：
00

⑸
会　
　

場 

熊
本
県
教
育
会
館　

第
４
会
議
室
（
熊
本

市
九
品
寺
１

−

11

−

４
）

⑹
申 

込 

先 

熊
本
県
教
育
会
館
・
担
当（
笹
浪
、福
永
）

 

電
話（
０
９
６

−

３
７
２

−

３
８
０
０
）

⑺
申
込
締
切 

先
着
順
と
な
り
ま
す
。必
ず
事
前
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●日時 12月4日(土)18時～

●会場 熊本市国際交流会館

●内容 ①落語・真打（柳家さん喬）　②寄席ばやし（あさ）　③大江戸神楽（鏡味仙花）

●募集 200名　募集の方法は「教育会館ホームページ」に8月から掲載します。
柳家さん喬 寄席柳家さん喬 寄席

『
教
育
会
館
・
読
書
教
育
重
点
校
』

　
　
　
　
　
　
　

を
募
集
し
ま
す

ラ
イ
フ
ヘ
ル
プ

「
多
重
債
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

募集要項

ご案内

⑴
目　
　

的 

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
る
教
職
員
に
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
、自
分
を
見
つ
め

直
す
時
間
を
ご
提
供
す
る
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

⑵
内　
　

容 

午
前
：「
人
間
関
係
を
深
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
」

 

午
後
：「
心
身
を
癒
す
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
」

⑶
参
加
対
象 

先
着
順
20
名
。昨
年
参
加
さ
れ
て
い
な
い

方
を
優
先
し
ま
す
。

 

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
服
装
を
お
持
ち
下
さ

い
。

⑷
開
催
日
時 

8
月
６
日（
金
）

⑸
会　
　

場 

熊
本
県
教
育
会
館
（
熊
本
市
九
品
寺
1
丁

目
11

−

4
）

⑹
参 

加 

費 

1
0
0
0
円
（
当
日
受
付
で
い
た
だ
き
ま

す
。昼
食
を
準
備
し
ま
す
。）

⑺
申 

込 

先 

熊
本
県
教
育
会
館
・
担
当（
佐
方
、吉
邑
）

 

電
話（
０
９
６

−

３
７
２

−

３
８
０
０
）

⑻
申
込
締
切 

7
月
16
日
（
金
）16
時
ま
で
、必
ず
電
話
で

お
申
込
下
さ
い
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

「
こ
こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
」

ご案内

⑴
目　
　

的 

育
児
休
業
中
の
教
職
員
が
現
場
復
帰
す

る
際
に
、子
ど
も
を
抱
え
大
き
な
精
神
的

な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
す
。少
し
で

も
不
安
を
解
消
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
教
育

現
場
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
、県
教
育
委

員
会
、公
立
学
校
共
済
組
合
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
開
催
し
ま
す
。

⑵
講　
　

師 

県
教
育
委
員
会
・
公
立
学
校
共
済
組
合
か

ら

⑶
参
加
対
象 

熊
本
県
下
の
公
立
学
校
に
勤
務
す
る
教

職
員
で
育
児
休
業
を
取
得
中
の
方
、50
名

⑷
開
催
日
時 

12
月
8
日（
水
）13
：
00
～
16
：
00

⑸
会　
　

場 

水
前
寺
共
済
会
館
（
熊
本
市
水
前
寺
1
丁

目
3
3

－

1
8
）

⑹
申 

込 

先 

熊
本
県
教
育
会
館
・
担
当
（
福
永
、佐
方
、

笹
浪
）　

 

電
話（
０
９
６

－

３
７
２

－

３
８
０
０
）

⑺
申
込
締
切 

募
集
の
方
法
は
「
教
育
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」に
9
月
か
ら
掲
載
し
ま
す
。

カ
ム
バ
ッ
ク
支
援

「
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

」

ご案内

教
育
文
化
事
業
の

ご
案
内
で
す

詳
し
く
は
教
育
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●相談日 毎週　火曜日  ●時間 夜７時～10時

●方　法 電話での相談（個人情報など秘密は厳守します）

●内　容 仕事のこと、家庭のこと、人間関係のことなど何でもご相談下さい。

０９６－３７２－３８１００８０－１７３７－０９８１
気軽に話してみませんか

レモングラスは、心を前向きにし頭をすっきりさせエネルギッシュになりたい時に効果があるハーブです。

熊本県教育会館の教職員の電話相談室『レモングラス』

相談
事業

～チャイルドラインくまもとってなぁに？～

『チャイルドラインくまもと』の取組みを支援しています。

18歳までの子どもがかける子ども専用電話です。困っているとき、悩んでいるとき、嬉

しいとき、なんとなく誰かと話したいとき、かけてみてください。名前は言わなくてい

いので、安心して話してください。あなたの気持ちを大切に、一緒に考えます。

～児童・生徒の皆さんに『チャイルドラインくまもと』をご紹介ください～

 理 事 長 野田　　実 白川中学校

 副理事長 今泉　克己 熊本県高等学校教職員組合

 〃 井上　知行 熊本県教育政策課福利厚生室長

 常務理事 西嶋　　正 熊本県教職員組合

 理　　事 松﨑　哲郎 大野小学校

 〃 林　　賢一 阿蘇北中学校

 〃 今村　良博 豊福小学校

 〃 平江　佳幸 荒尾第四中学校

 〃 岩田　智子 御船中学校

 〃 石原　哲也 熊本養護学校

 〃 松村　　亮 熊本工業高等学校

 〃 林　　俊光 ひのくに高等養護学校

 〃 原田　憲一 熊本県小中学校長会事務局長

 〃 田中　和幸 熊本県公立高等学校長会事務局長

 〃 兼行　雅雄 熊本県総務部総務事務センター長

 〃 岩永　益夫 熊本市総務局総務部職員厚生課長

 〃 松石龍太郎 熊本市教育委員会事務局教育総務部総務企画課長

 〃 東　　市子 前理事長

 〃 光永　新治 元理事長

 〃 葉室　正信 元理事長

 〃 吉田　　恪 元副理事長

 監　　事 菊川　芳郎 菊池北中学校

 〃 須藤　哲郎 住吉中学校

 〃 豆塚　健治 湧心館高等学校

 〃 嶋田　久義 東稜高等学校

 〃 吉永　　茂 公認会計士

荒尾･玉名 ◎平井小学校 ○三加和中学校

 ◎泗水小学校 ◎七城中学校

 ○大津北小学校

阿　　蘇 　中松小学校

宇　　城 ◎網津小学校 ◎住吉中学校

八　　代 　坂本中学校

人吉･球磨 ○岡原小学校 ○山田小学校

 　都呂々小学校 　島子小学校 

　深海小学校

 　維和小学校 　大道小学校 ○牛深小学校

役　職 氏　名 所　属

平成２２年度 役員（理事・監事）特別給付金・給付状況
平成２１年度 図書寄贈校

No 内容 給付件数 前年

（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

 ◎印は「読書教育重点校」の2年目、　○印は１年目［小・中学校（20校）］

高等学校 　大津高校　水俣高校　玉名高校　天草高校

［県立学校（４校）］

ア
ー
ト
の

広
場

●
４
月
期 

西
嶋
好
美
氏
（
城
南
町
）

  

ア
ク
リ
ル
画
展

●
５
月
期 

安
永
健
二
郎
氏
（
熊
本
市
）

  

油
彩
画
展

●
８
月
期 

浜
田
知
明
氏
（
熊
本
市
）

  

パ
ネ
ル
展

●
10
月
期 

藤
本
輝
美
氏
（
御
船
町
）

  

油
彩
画
展

●
11
月
期 

田
中
辰
乃
氏
（
熊
本
市
）

  

日
本
画
展

●
12
月
期 

正
村
タ
カ
シ
氏
（
熊
本
市
）

  

水
彩
画
展

●
１
月
期 

宮
崎
康
親
氏
（
熊
本
市
）

  

油
彩
画
展

●
２
月
期 

吉
冨
貞
夫
氏
（
玉
名
市
）

  

油
彩
画
展

●
３
月
期 

小
林
孝
夫
氏
（
熊
本
市
）

  

油
彩
画
展

●
４
月
期 

立
山
照
子
氏
（
御
船
町
）

  

版
画
展

●
５
月
期 

作
本
幸
一
氏
、
中
村
友
子

氏
、
待
鳥
峰
夫
氏　

３
氏
の

日
本
画
教
室
・
九
品
寺
展

（
平
成
21
年
４
月
～
22
年
５
月
期
出
品
者
、
敬
称
略
）

図書寄贈校

携帯

●相談日 毎週　月・金曜日：午後4時から午後9時まで》

０９６－２１１－５１１７０１２０－９９－７７７７

入院見舞金

休職見舞金

出産祝金

退職祝金

満期祝品

医療プラン・
初期入院

５日以上 ３１２件 ２９５件

３０日以上 ３６件 ３０件

６０日以上 ２５件 １８件

１日～４日 ２２５件 ２１３件

１年以上 １２件 １６件

２年以上 ６件 １３件

  １２３件 １４６件

  １０１件 ９１件

  ０件 ５７件

  ８４０件 ８７９件

１

2

3

4

5

6

給付 総件数

給付 総　額 13,839,000円 14,078,000円

菊　　池

天　　草
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